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会
長
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
格

別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し

l
げ
主
す

2
0
2
5
年
は
ト
一
主
の
巴

{
み
ご
の
年
。
巳
刊
は
、
物
事

的
変
化
や
成
長
を
晶
徴
す
る
と

さ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で
ナ
。
蛇

は
古
来
よ
り

「脱
皮
」
を
通
じ

て
再
生
と
進
化
を
遊
げ
る
生
き

物
と
し
て
知
ら
札
、
変
化
に
対

比
す
る
h
H

や

粘

り

強

さ

を

意

味

し

ま

す

ニ

の

一
年
が
皆
様

に
と
っ
て
さ
ら
な
る
成
長
と
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
所
野
迎
合
町
内
会
も
昨
年

に
刑
し
て
よ
り

一
層

の
労

h
を

民
ね

て
ま

い

り

ま

す

皆

保

に

と
っ
て
、

健
康
で
実
り
多
吉

一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
す

る
と
と
も

に

引

き

続

き

の
ご

支
援
と
ご
指
導
を
悶
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
卜
げ
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

巾
し
上
げ
ま
す
。会

長

杉
山
徳
見

御
所
野
連
合
町
内
会

新
年
交
流
会

A
W
和

7
年
1
月
H
日
(
土
)
駄

目
テ
ル
サ

・
ホ

ル

に

お

い

て

御
所
肝
辿
合
町
内
会
新
年
交
流

会
を
開
似
い
た
し
ま
し
た
(

総
勢
曲
全
名
の
事
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

O
来
賓
の
ご
挨
拶

穂

積

志

秋

田

市

長

O
来
賓
の
ご
挨
拶

冨
樫
博
之
衆
議
院
議
員

O
乾
杯
の
ご
発
声

寺
田
学
衆
議
院
議
員

「秋
田
背
年
師
範
学
校
跡
地
」
の

石
碑
設
置

御
所
野
の
歴
史
文
化
を
語
る
会

谷

地

議

現
か
忙
の
地
雌
問

h
了
け
の
あ

た

り

に

は

第

二
次
太
戦
当
時

「駄
出
青
年
師
範
学
校
」
と

い
う

学
校
の
校
舎
や
寄
宿
舎
が
あ
り

ま
し
た
。
戦
後
、
秋
田
師
範
学

校
と
と
も
に
秋
田
太
マ
マ
主
学

部
(
現
教
育
文
化
学
部
)
と
な
り
、

凶
ツ
小
産
農
場
と
し
て
御
所
野

山
曜
の
凶
泊

ま
で

校
舎
併

が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
地
峨

出
五

「
目
南
町
内
の
ポ
ケ
ッ
ト
ハ
ー

ク
内
に
残
る
太
き
な
切
り
株
は
、

校
地
内
に
あ

っ
た
桜
の
大
木
の

切
り
株
で
.
こ
こ
が
「
秩
田
青

年
師
範
学
校
跡
地
」
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
唯

一
の
読
拠
で
す
。

そ
こ
で
‘
当
「
御
所
野
の
陛
史

文
化
を
語
る
会
」
で
は

開

発

前

の
御
所
野
台
地
の
歴
史
を
後
世

に
永
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

宍
市
当
局
及
び
関
係
各
位
の

御

理

解

御

協

刈

を

得

て
桜

の

木
の
切
り
株
の
近
く
に

「秋
削
何

時
師
範
学
校
跡
地
』
で
あ
る
こ
と

を
示
す
石
碑
を
設
位
し
ま
し
た

御
所
野
地
区
に
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
ス
ポ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
当

会
で
は
、
あ
ち
こ
ち
探
訪
し
な

が
ら
‘
時
史
を
話
り
合
う
活
動

を
し
て
い
ま
す
，

御

一
緒
に
い

か
が
で
す
か
。

桜の大木(平成10年頃)
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E品'l
のす地セ 11

ン月 回る域
タ 26 答、要
lこ日 (秋望
おい火) 抜田事

て i卸 粋市項
、所 )かに

秋野 ら対
凹 Yc

市
と
の
対
話
集
会
カ
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
各
町
内
会
長
を

通
じ
て
出
さ
れ
た
要
望
を
集

約
し
て
秋
田
市
に
徒
出
し
、

そ
れ
に
対
す
る
秋
田
市
か
ら

の
回
答
(
抜
粋
)
で
す
。

市
道
の
管
理
に
つ
い
て

1
故
障
中
の
歩
道
融
雪
装

置
の
早
期
復
旧

元
町
玉
、
六
丁
目
問
の
歩
道

は
復
旧
光
了
。
地
蔵
田
二

丁
目
の
歩
道
は
、

3
月
末
ま

で
に
完
了
見
込
み
。
今
後
は
、

以
下
の
復
旧
を
盟
望
中
。

(1
)元
町
三
丁
目
、
堤
台
か
ら

の
地
下
道
を
抜
け
た
歩
道

(2)
御
所
野
学
院
の
脇
、
正
門

か
ら
プ
ル
へ
の
歩
道

(3)
御
所
野
守
院
一
一
畏
の
地
蔵
田

四
丁
目
南
北
聞
の
歩
道

-
次
年
度
以
降
、
計
画
的
に

改
良
て
事
を
実
施
す
る
。

2
イ
オ
ン
と
フ
レ
ス
ボ
間

の
中
央
分
離
帯
を
越
-
え

た
横
断
に
よ
る
危
険

↓
死
角
に
な
ら
な
い
よ
う
、

年
2
回
の
除
草
を
実
施
す

る
。
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

警
察
と
対
応
を
協
議
す
る
。

町
内
会
で
も
横
断
し
な
い

よ
う
周
知
を
お
願
い
す
る
。

3
大
型
化
し
た
街
路
樹
の
覧
定

l
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
樹

本
の
状
態
を
把
握
し
、
適

切
に
管
理
し
て
い
く
。

4
御
所
野
第
五
街
区
公
園
か

ら
御
所
野
学
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
至
る
遊
歩
道
の
太
陽

光
発
電
式
街
灯
の
改
良

↓
次
年
度
以
降
の
計
画
的
な

工
事
の
実
施
に
向
け
検
討

を
進
め
る
。

5
元
町
四
丁
目
公
民
館
T

字
路
へ
の
力

l
ブ
ミ
ラ

ー
の
新
設

ー
一
時
停
止
に
よ
り
安
全
確

保
が
十
分
可
能
で
あ
る
た

め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新

設
は
困
難
と
ご
埋
解
願
い

た
い
。

二

公
園
の
管

理
に
つ
い
て

1
御
所
野
第
一
街
区
公
園
脇

歩
道
及
び
せ
せ
ら
ぎ
通
り

の
水
路
を
挟
ん
だ
住
宅
側

の
高
木
の
国
定

(寸
止
め
)

-
w令
和
7
年
度
の
早
い
時
期

に
現
地
対
応
す
る
。

2
御
所
野
第
二
街
区
公
園

東
屋
の
補
修
に
つ
い
て

も
老
朽
化
に
よ
り
傷
み
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
修

繕
で
は
な
く
史
新
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

3
ふ
れ
あ
い
公
園
の
展
望

台

の

撤

去

に

つ

い

て
、

そ
の
後

ー
国
が
定
め
る
財
産
の
処
分

制
限
期
間
で
あ
る
令
和
9

年
度
以
降
に
撤
去
を
検
討

す
る
。

4
公
園
敷
地
内
ベ
ン
チ
の
更
新

ー
ベ
ン
チ
の
計
画
的
な
一
史
新

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
困
難
。
修
理

が
必
要
な
ベ
ン
チ
は
修
繕

で
対
応
し
て
い
く
。

三

市
民
生
活
部
関
係
の
婆

望
に
つ
い
て

1
体
育
施
設
を
併
設
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ヲ

の
整
備
に
つ
い
て

J
現
時
点
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
新
規
建
設
は
予

定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

2
伊
所
野
児
童
セ
ン
ヲ
ー
に
公

衆
無
線
L
A
N
環
境
の
整
備

こ
}
れ
ま
で
の
利
用
状
況

か
ら
現
時
特
で
公
衆
無
線

L
A
N
環
境
の
整
備
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

3
南

部

市

民

サ

ビ

ス

セ

ン
告

l
の
施
設
の
刺
用

体
育
施
設
の
利
用
は
、
同

一
サ

タ
ル
は
月

2
1
3

凹
ま
で
と
の
制
限
が
あ
り
、

4
遡
目
以
降
に
施
設
が
空

い
て
い
て
も
、
誰
に
も
利

用
さ
れ
ず
に
も
っ
た
い
な

い
状
況
。
雨
前
ま
で
に
利
用

者
が
い
な
い
場
合
利
用
制

限
に
限
ら
ず
利
用
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
欲
し
い
。

l
H宜
録
サ
ー
ク
ル
と

一
般
利

用
者
と
の
聞
に
不
公
平
感

が
生
じ
な
い
よ
う
貸
し
出

し
基
準
を
定
め
て
い
る
。

利
用
の
公
平
刊
を
確
保
す

る
た
め
の
基
準
の
た
め
、

ご
理
解
ご
協
刀
頂
き
た
い
。

閲合答秋
， fi町書田
;す内原市
る 全 文 へ
ニホはの
ど |左要

l がム記望
lでへ 「 事

き 1御項
まジ所及

!す」野び
; で連回

御
所
野
連
合
町
内
会

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
開
設

交
通
安
全
協
会
副
支
部
長

の
松
旧
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
御
所
野
連
合
町
内
会
の

ホ

ム

へ

γ
を
開
設
致
し

ま
し
た
(

「御
所
野
連
合
町
内
会
」
で

検
索
ま
た
は
、
左
の

Q
R
コ

ド
、
U
R

L
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
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